
2015 年 3 月 29 日 釜沢リニア最前線！！  

「3 回目の 24 時間水平ボーリング 

騒音調査でのやり取り」（ＪＲ東海、村、住民） 
※以下のやり取りは、当日やり取りされたことを記憶をもとにおこしたもので、一部要約を加えています。 

住民）冷蔵庫の音 床に響くような音が気になっちゃうのよ。重低音が気になる。 

ＪＲ東海）あったかくなって来ているのでボーリングの危機が凍結して破損することはな

くなるのだけど、地質の悪いところはボーリングのロットが捕まっちゃって抜き差しでき

なくなっちゃう。進めることもできない、抜くことができない。作業が止まっちゃう。常

に動かしていないと、作業にならない。私の印象だと川の音とかわらない。 

住民）川の音は自然な音なんですから気になりませんよ。 

住民）長期間我慢するより短く我慢したほうがいいのではないか。 

住民）夜静かな時に、「音」が気になる。昼間は送迎の仕事をしいるから、夜の音で睡眠

を妨げられるのが不安。やらなきゃしょうがないというのが前提だったのなら、仕事の段

取りが長引くのがいいか、という選択になる。何をもって住環境というのか、主観的なも

のなのか。 

ＪＲ東海）音を出すなというのは無理なので、ここまで許してもらえませんか？ 

住民）我慢できないという声もある。今の問題だけではない。素直に「はい」なんて言え

ない。詳細が決まっていないのにすぐに工事しちゃうからこういうことになるんじゃない

んですか？結局、いろんな種類の工事が入ってくる前にとにかくどういうことがあるのか

ということを検討すべきなのではないのか？釜沢みたいに工事が始まってしまってから

「うるさいよ」とかやってもしょうがない。今後いろいろやっていくんだったら事前に話

してかないと、リニアがどうなのかっと言うのはまた別の問題だ。 

はじめが肝心。今回のことは見本。「やってみなければ分からない」いままでの説明では

ずっとそういうふうに言われているけど、それじゃ腑に落ちない。東海さんだって、請負

業者さんだって仕事だし、しょうがない。それをやめろというのは言いにくい。仕事だし

ね。 

JR 東海）あくまで予測だが工事始まってからの音の大きさ。今とかわんないとおもいます。

発電機の音は本工事では基本発電機つかわない。電気は中電の電気を引っ張ってくるので

発電機の騒音は気にならないと思う。 

コンクリートプランと小さなものをおく。冬になると寒さで使い物にならないので建物を

たてる。 

住民）夜はやめてほしい。せめて夜は静かな環境を維持したい。相当な譲歩ですよ。昼は

ふるい機の音、夜は勘弁してくれ。 



JR 東海）今後相談。昼だけだとやれることに限界がある。 

住民）技術的なことは分かんない。夜は 静けさを。生きる上の当たり前の欲求である。

ちょっと小さくなったから良いじゃんというのではない。わざわざこの山奥にすんでる訳

ですから、ガソリン代を他の地域より多くお支払いして生活している。その部分はこの夜

の静けさであったり、夜の星の美しさだったり、空気の清浄さであったりするわけなんで

すよ。こういうこがあるからこそできる、というこを是非ご理解いただきたいです。 

村）音は小さくなっているような気がする。 

あとは、技術的にほれないということ。ここで結論がでないという訳ではなく、 

（ＪＲ東海が）どうして欲しいのか、ほんとにお願いしますという気持ちを表さないと。

これ以上対策ができきるのか。ほんとにそういう気持ちがあるのであるならばお願いしな

としょうがないのではないのか。 

JR 東海）これでやらしてもらいたいと言う、本音は本音。 

村）釜沢のなかでも意見は様々。それぞれ意見はあるが、どこで妥協するのかというとこ

ろ。 

JR 東海） 釜沢自治会の中では話し合いは持ってもらっているのか。 

住民）している。早くやって終わらせてもらえという人もいるし、気にならない人もいれ

ば、やめてくれという人もいる。工事はやらなければいけないということであれば、長引

かすのか、早く終わらせるかということになる。 

住民）釜沢ではっきり答えをだせば良い話ではないのか。 

住民）場所によって聞こえ方がまちまちだから、集落の創意は出せない。 

一番最初の説明では「ちゃんと」防音をします。夜はもっと静かだとおもっていた。「ち

ゃんと」の認識のギャップがある。巨大企業が「ちゃんと」いというのだからそうとうち

ゃんとかなとおもってた。説明の部分で誤解が生まれている。 

住民）早くやってもらって、終わらせてもたったほうがいい。 

住民）昼だけだったら我慢できる。夜は小さな音かもしれないけど、肩こるし。 

また、時代的感覚もある。自分たちの生活も含めた自然環境のことを考えていかなければ

ならない。騒音に関しては村条例みたいな。そういうものがあった方が良いのだけど。釜

沢の現場を教訓としてもらわないと困る。 

村）努力をしてくれているので評価もしている。これ以上のことが期待できないとすると、

聞こえ方は様々だけど、はやめにやってもらっちゃうっていうのいいのかなって、一つの

提案としてね。 

住民）村の小中学生のなかには、すでにリニア二関係して山に穴があけられているという

ことをきいてそれを苦痛に感じている子供もいる。リニアに夢をもとうといってもらって

いるのですが、この大自然の中でそだった子供たちの中には大人が植え付けた意見ではな

いものが根付いている。 



もう始まっているの？山にメスがはいったの？という悲痛な意見がでているということも

知っておいて欲しい。 

ＪＲ東海）試験をやりつつ、皆さんの意見を聞いてきて、これくらいでなんとかお願いで

きないか？昼間の作業もやれることに限界がある。2、３日で限界がくる。窓があけるきか

いが増える。だから日中の騒音も少なくする上でも２４時間やらせて。 

住民）我慢してくださいっということなんですね。風の向きとかで音の大きさもかわる。 

JR 東海）我慢の限度って、どこなのという話はしたくない。 

住民）健康被害については記録しておく。 

住民）これからもいろいろある訳ではないですか、長い目でみたうえでも、小さな我慢が

積み重なると大きなストレスになる。そこまで考えたら無責任に我慢します、とは言えな

い。十数年つづくんだから慎重にならざるを得ない。今だけの話ではない。本来、村にお

願いして「夜間作業騒音条例」みたいなものをつくってもらって、その上で最低限の生活

環境を確保してもらってのその先の話にしてもらわないと。どこまで生活をおかされるか

不安なんですよ。 

村）村も入って自治会もはいって JR 東海にものをもうしていくことがこれで分かった。そ

ういうふうに考えなきゃ前にすすめない。 

住民）話し合いはしていただいているんですけど、結論は「我慢し下さい」では困る。 

村）そこで結論をだしちゃったら次に持ち越してしまうということではない。ちゃんと対

応させるということだとおもう。 

住民）その「ちゃんと」がややこしいんですよ（笑） 

JR 東海）数字で（デシベル）で勝負ということになると、Aさんが納得されるような結果

にはならない。 

村）誠意をもって対応してもらうしかない、ということだ。 

住民）僕が言っているのは数字のことではない。JR 東海が言っている「住民の方たちには

迷惑をかけません」と言っている部分についてだ。２４時間は迷惑だという住民の意見に

どう対応してもらえるかをみている。先々、いろいろ問題がでてきた時も、ポイントにな

ってくると思う。 

JR 東海）村 Aさんがおっしゃった通り、なんかあった時はその都度お話を聞きます。自治

会の皆さんに可能な限り参加していただいて、話し合いながら解決していく。 

住民）こちらの提案は、夜の作業は勘弁してください。という気持ちを提言させてもらう。

それをどういう風に対応してもらえるのかということだと思います。それが話し合い。常

に JR 東海が優位な条件で進んでいくのは、納得できない。それが住民としては一番不安だ。 

JR 東海）一方的にやることはできない。ただ、程度問題ということもあって、 

まったく音を出さないというのは難しい。本工事のときは、請け負い業者もそうとうの知

識をもっているので、全く音をなくすことはできないが対策はとっていく。音をゼロにる

すというのは、無理なんで。 



住民）音をゼロにしろとは言っていない。昼は我慢します。というのは相当な譲歩と思っ

ているのに、更に夜もと言われるは、押しがそういう感じなのかなと思う。これ以上、こ

ちらが正直に気持ちをだして事情を説明しても、結局は我慢してください、ってことにな

るのかなというのが相当重いし、苦しいし、つらいです。 

JR 東海）金と時間をかけてできるものであればやるんですが、技術的な限界がある。そこ

で皆さんがどう考えていただけるかというこになると思うんですけど。繰り返しになりま

すけど、我々としてはちょっとやらせてほしいね、というのが正直なところ。 

対策としては、極端なことをいえば例えば、騒音が気になる Aさんの所にだけ夜間防音シ

ート張るとかね。それが良いとは思っていないが、でもそんなんいやでしょ。じゃあ朝に

なったからあけてきます——、とか。（笑） 

住民）そんなん、ありえないでしょ。（笑） 

単に所有権とかそういう問題じゃない。自然を守っていかなければいけない。というのが

ここで暮らす人たちの責任としてもあるのだから、面倒くさいことをいっているとか思わ

ないでほしい。 

住民）自然環境を破壊してその後はどうなっちゃうのか、JR 東海のひとや工事施工会社の

人たちは仕事したら終わりかもれないけど、その後が問題なんだから。そういうことがま

だ明らかになっていない。工事が始まっちゃったからって現場の人をつつくのは、こちら

（住民側）としては苦しい。この環境が未来に残されるということを考える。失ったもの

は取り返せないんだから、まずはシュミレーションをしてもらわなければ。工事すれば良

いという時代じゃないんだから。 

住民）こちらも、これがライン（夜は勘弁してくれ）だと思っているでこれ以上なにも言

えない部分がある。それはお互い様だとおもう。ＪＲ東海さんもこれ以上お仕事上、さが

れないのではないではないですか。理解してます。 

JR 東海）そうです。 

住民）こんなに反対されてかわいそう。 

住民）将来のことまで考えて、これ以上できないという結果がでているので。 

JR 東海）それは今のこのレベルでも我慢ができないということですか？ 

住民）この状態でもできないです。それはこの瞬間だけではないから。さっきから言って

るとおもうんですけど、ずっと２４時間、４週間、ふるい機が止まった状態でも２４時間

はつらいな、ということです。それでどうしますかといわれても。あんまり冷たい言い方

もしたくないので、いろいろ考えて夜はやめてください。と言っている訳であって、あと

はそちらでこの意見を聞いて考えてほしいです。 

JR 東海）きいて考えて、といわれると Aさんのようにやってもらっては困るという意見と、

「早くやっちまえ」という意見が両方あるんで、地区として統一見解は「ない」という捉

え方になりますけれど。 



住民）統一見解が結局出せない。土地柄の条件として大きく聞こえる所もあれば、小さく

聞けるところもあるので。ここは、希少種猛禽類の生息地であったり、山好きなひと達に

とっては特別な地域だったりする。こういうことも考えたときに、地域のあり方として、

とにかく夜は電気を消して音も止めてほしい。 

住民）騒音の被害を被っている方の意見を真摯に受け止めるべきではないんですか？ 

JR 東海）それは逆に言うと受け止めてないってことですか？ 

私たちは、夜の工事はやめてくれといっている人たちの一方で、早くやったほうがいいと

いう意見のあるなかで、どちらが最前か検討している。 

住民）そんなことは言ってない。日中は工事の音を我慢している。その分、夜はやめてく

ださいということを要望している。騒音があまり気にならない人の意見を聞くより、ここ

は気になります、といっている現状に困っているひとの声に耳を傾けて工事を慣行すべき

なのではないのですか？ 

 


